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はじめに
　人間は、コミュニケーション技術のひとつとして言
語を用いる。看護場面においても、看護婦は患者と交
流・相互作用をはかるたあに会話をする。
　看護面接の形である検温は、短時間の中でさまざま
な会話が行われている。これらの会話は、入院生活の
中で患者の支えになったり、また看護婦が患者を理解
するための重要な情報でもある。
　看護場面における言語の研究は、高田！）・上條2）・
岡田3）・三上4）・石舘5）らによる医療的言語と非医療
的言語に分けた会話の内容や、交流分析による会話パ
ターンの研究が行われている。
　今回、石舘の手法により会話を分類し、看護婦と患
者の会話内容などについて検討を行った。
研究方法
1．内科系病棟において、平成5年10月19日～10月29
日までの、夜の検温時における、看護婦と患者の会話、
総計172場面をタープレコーダーで録音した。検温時
に看護婦は、ポケットに小型テープレコーダーを入れ
てスイッチを押してから巡回を開始し、検温が終了す
るまでテープを回した状態で録音を行った。会話はン
プロセスレコードにおこし、発言のすべてを書きだし
た。その内容を、石舘Z）方式により、看護婦初発型会
話と患者初発型会話に分類し、話題を医学的・非医学
的（入院生活に関する）・非医学的（世間話）に分類
した。
2．対象は第一被験者として、同病棟に入院している
患者計（男性29名、女性18名）である。第二被験者と
して、同病棟に勤務している卒後経験年数1～37年の
看護婦8名である。患者の年齢・性別構成及び看護婦
の卒後経験年数は、表1の如くである。
まとめ
1．47例172場面の総会話時間の分布は、60～180sec
　以内が64％で、33～626secまであった。1会話時間
は平均、10～12secであった。60secの面接場面では
5～6会話が、話されていることになる。
2．看護婦初発型会話と患者初発型会話とを、話題別
に分類すると、看護婦の経験年数・患者の年齢・性別
等の条件によって差が認められる。
3．看護婦の経験年数の増加により、1場面の面接に
要する時間は減少し、看護婦初発型会話が患者初発型
会話を上まわり、非医学的話題は減少傾向にあった。
4．40歳代以下の患者は医学的話題が、患者初発型会
話に占める割合が大きい。
5．高齢の患者は、疾患そのものに関する話題よりも、
身のまわりのことや世間話により、看護婦との親交を
深めている。
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